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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第78期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第77期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 10,178,88240,893,447

経常利益 (千円) 180,770 584,042

四半期(当期)純利益 (千円) 119,348 309,026

純資産額 (千円) 23,092,94822,560,452

総資産額 (千円) 53,304,29852,868,572

１株当たり純資産額 (円) 451.44 440.89

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 2.38 6.06

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 42.5 41.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,382,9281,090,413

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △397,447△3,319,979

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △819,329 445,041

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,024,3401,858,188

従業員数 (名) 927 899

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

　

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

　

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名)
927 
(355)

(注)　１　従業員数は就業人員であります。

 　　 ２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名)
257 
(12)

(注)  １　従業員数は就業人員であります。

 ２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円)

製品事業 6,340,100

工事事業 2,184,319

合計 8,524,420

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　金額は、製造原価によっております。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当社グループにおいては、大部分が計画生産であり受注生産は僅少であります。また、工事受注の大部

分は、販売代理店から製品の販売に付随して受注し着工までの期間が短いため、受注残高は僅少でありま

す。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

製品事業 7,968,808

工事事業 2,210,073

合計 10,178,882

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

東京電力㈱ 1,292,195 12.7

全国情報通信資材㈱ 1,074,532 10.6

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間の売上高は、製品事業については、ポール製品、パイル製品は前年同期比売

上増となりましたが、土木製品等および工事事業は前年同期比減少いたしました。これらの結果、連結売

上高は前年同期比５.１％増の１０１億７千８百万円となりました。　

　一方、損益面においては、原材料価格の高騰や物流コストの上昇等に対して、引き続きグループを挙げて

原価低減に取り組む一方、売価是正に注力しましたが、原材料等のコストアップを吸収しきれず、営業利

益は前年同期比７９.２％減の５千８百万円、経常利益は同５０.３％減の１億８千万円となり、四半期純

利益は同５０.８％減の１億１千９百万円となりました。

 

事業の種類別セグメントの概況は、次のとおりであります。 

①製品事業

　製品事業全体の売上高は、前年同期比８.１％増の７９億６千８百万円となり、営業利益は、４億７千２

百万円となりました。

　製品別の売上高は、ポール製品は概ね順調に推移した結果、前年同期比１０.６％増の２６億８百万円と

なりました。また、パイル製品についても民間設備投資の鈍化等により全国需要は前年同期比減少したも

のの、積極的な営業展開と古河工場の高支持力杭生産拡大等により同１５.４％増の４３億６千万円とな

りました。なお、土木製品等は公共工事の着工遅延等により同１８.９％減の１０億円となりました。

②工事事業

　工事事業は、大型物件の完了の遅延等により、売上高は前年同期比４.３％減の２２億１千万円となり、

７千９百万円の営業損失となりました。

　

（注）売上高、その他の金額には消費税等は含まれておりません。 

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比（以下「前期末比」といいます。）４億

３千５百万円増の５３３億４百万円となりました。 

総資産増加の主な要因は、受取手形及び売掛金が前期末比１５億６千３百万円減少したものの、商品及

び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品等のたな卸資産が７億１千６百万円増加したことと、投資有価証券が

９億６千３百万円増加したことによります。

負債の合計は、前期末比９千６百万円減の３０２億１千１百万円となりました。負債減少の主な要因

は、支払手形及び買掛金が前期末比２億６千１百万円増加した一方、短期借入金、一年内返済予定の長期

借入金、社債、長期借入金等の有利子負債が６億４千１百万円減少したことによります。

純資産合計は、前期末比５億３千２百万円増の２３０億９千２百万円となりました。これは主に、その

他有価証券評価差額金が５億８千６百万円増加したことによります。以上の結果、自己資本比率は、前連

結会計年度末の４１.９％から４２.５％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、１３億８千２百万円となりました。

これは主に税金等調整前四半期純利益１億７千８百万円、減価償却費５億１千７百万円、売上債権の減

少１５億６千３百万円等の資金増加要因が、たな卸資産の増加７億１千６百万円等の資金減少要因を上

回ったことによります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、３億９千７百万円となりました。

これは主に有形固定資産の取得による支出が４億７千４百万円あったことによります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、８億１千９百万円となりました。

これは主に、配当金の支払い額１億７千５百万円、短期借入金の減少１億円及び長期借入金の返済による

支出が５億４千１百万円あったことによります。

以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ１

億６千６百万円増の２０億２千４百万円となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等（会社法施行規則第127条各号に掲げる事項）は次のとおりであります。

株式会社の支配に関する基本方針

① 基本方針の内容

　当社は、長年にわたり築き上げてきた企業価値の源泉を有効に活用しつつ、当社の企業価値・株主共同

の利益を確保・向上させるための施策に取り組んでおります。

　しかしながら、近時においては、当社株式に対する不適切な大量買付により、当社の企業価値・株主共同

の利益が毀損される可能性が生じ得る状況となっております。とりわけ、コンクリート二次製品業界にお

ける厳しい競争の中、当社が今後も持続的に企業価値を確保・向上させていくためには、具体的取り組み

を積極的かつ継続的に実行していくことが必要です。当社の株券等の買付を行う者によりこれらが着実

に実行されるのでなければ、当社の企業価値ひいては株主共同の利益は毀損されることになります。

  こうした事情に鑑み、当社取締役会は、当社株券等に対する大量買付が行われた際に、かかる大量買付

に応じるべきか否かを株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提案するために必要な情

報や時間を確保すること、株主の皆様のために買付者と交渉を行うこと等を可能とすることで、当社の企

業価値ひいては株主共同の利益に反する買付行為を抑止するための枠組みが必要不可欠であると判断し

ました。　

②　企業価値向上に向けた取組み

  当社グループは、安定的な成長を続け企業価値を更に高めるため、平成18年4月に「2006年中期経営計

画」（以下「06中期計画」といいます。）を策定いたしました。06中期計画では2003年中期経営計画の基

本方針を承継し、安定的な成長と収益性の向上を実現すべく経営基盤の強化と収益性の向上を中心に据

えた様々な経営課題に取り組んでおります。
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　まず、経営基盤の強化策として、コア事業である「ポール関連事業」「基礎事業」「土木製品事業」の3

事業について、各事業の特性と市場動向を踏まえた上で、当社従業員の能力や取引先・顧客等との間に構

築された信頼関係を活用し、当社独自の製品・工法開発に加え、当社グループ全体で生産・販売・施工体

制整備の促進に取り組んでおります。これらの諸施策の実行に際しては、同業他社との製品供給・技術の

両面における戦略的なアライアンスと当社経営理念の一つである「品質至上」の維持による顧客の信頼

確保が不可欠との認識のもと、その実現に向けた諸施策にも注力しております。

  また、収益性の向上策として、営業体制の再構築による営業力の強化、トヨタ式カイゼンの他工場への

水平展開及び当社グループ全体での５Ｓ活動（整理・整頓・清潔・清掃・躾）推進によるコスト競争力

の強化並びに当社のブランド力の源泉たる技術力向上のための技術開発推進に関する諸施策に継続的に

取り組んでおります。

　具体的には、当社グループの売上の約60％を占める基礎事業を重点的に実施中であり、コンクリート杭

のマーケットが大径高支持力杭へ急速にシフトしていることを踏まえ、生産体制面では平成19年8月1日

をもって川島工場及び鈴鹿工場の簡易会社分割を行い、製品供給面では茨城県古河市に新鋭工場を建設

する一方、施工面では中掘系のHyper－NAKS（ハイパー・ナックス）、外掘系のHyper－MEGA(ハイパー・

メガ)の二つの高支持力杭工法の施工体制の整備・強化を進めております。また、営業体制面では有力代

理店を子会社化するとともに直販体制の強化を進めております。

③　不適切な支配の防止のための取組み

　当社は、平成19年6月28日開催の第76回定時株主総会において、当社の企業価値ひいては株主共同の利益

を確保し、向上させることを目的として、当社株式の大量取得行為に関する対応策（買収防衛策）の基本

方針（以下「本基本方針」といいます。）についてご承認をいただき、本基本方針に基づく具体的な対応

策（以下「本プラン」といいます。）を導入しており、その概要は次のとおりであります。

(a) 本プランの発動に係る手続きの設定

　当社の企業価値・株主共同の利益を確保・向上させることを目的として、当社が発行者である株券等に

ついて、保有者の株券等保有割合が20%以上となる買付または公開買付に係る株券等の株券等所有割合お

よびその特別関係者の株券等所有割合が20%以上となる買付またはこれらに類似する行為（以下、併せて

「買付等」という。）がなされたときに、買付者又は買付提案者（以下、併せて「買付者等」という。）に

対し、事前に当該買付等に関する情報の提供を求め、当社が、当該買付等についての情報収集、検討等を行

う期間を確保した上で、株主に当社経営陣の計画や代替案等を提示したり、買付者等との交渉等を行って

いくための手続を定めています。

  (b) 新株予約権の無償割当てと独立委員会の利用

　買付者等が本プランにおいて定められた手続に従うことなく買付を行う等、買付者等による買付等が当

社の企業価値・株主共同の利益を害するおそれがあると認められる場合には、当社は、当該買付者等によ

る権利行使は認められないとの行使条件及び当社が当該買付者等以外の者から当社株式と引換えに新株

予約権を取得する旨の取得条項が付された新株予約権（以下「本新株予約権」という。）を、その時点の

全ての株主に対して新株予約権無償割当ての方法（会社法第277条以降に規定される。）により割り当て

るものとしております。

　なお、本新株予約権の無償割当ての実施、不実施又は取得等の判断については、当社取締役会の恣意的判

断を排するため、独立委員会規則に従い、(i)当社社外取締役、(ii)当社社外監査役又は(iii)社外の有識

者（実績ある会社経営者、官庁出身者、投資銀行業務に精通する者、弁護士、公認会計士及び学識経験者

等）で、当社経営陣から独立した者のみから構成される独立委員会（以下「独立委員会」という。）の判

断を経るとともに、株主に適時に情報開示を行うことにより透明性を確保しております。

  (c) 本新株予約権の行使及び当社による本新株予約権の取得
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　本プランに従って本新株予約権の無償割当てがなされた場合で、買付者等以外の株主による本新株予約

権の行使により、又は当社による本新株予約権の取得と引換えに、買付者等以外の株主に対して当社株式

が交付された場合には、当該買付者等の有する当社株式の議決権割合は、最大50%まで希釈化される可能

性があります。

④　不適切な支配の防止のための取組みについての取締役会の判断

　当社取締役会は、以下の理由により本プランが本基本方針に沿い、当社の株主の共同の利益を損なうも

のでないこと、かつ、当社役員の地位の維持を目的とするものではないと判断しております。

(a) 買収防衛策に関する指針の要件を完全に充足していること

　本プランは、経済産業省及び法務省が平成17年5月27日に発表した「企業価値・株主共同の利益の確保

又は向上のための買収防衛策に関する指針」の定める三原則（企業価値・株主共同の利益の確保・向上

の原則、事前開示・株主意思の原則、必要性・相当性の原則）を完全に充足しています。

　(b)  株主共同の利益の確保・向上の目的をもって決定されていること

　本プランは、上記①の基本方針の内容に記載したとおり、当社株式に対する買付等がなされた際に、当該

買付等に応じるべきか否かを株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示するために必

要な情報や時間を確保したり、株主の皆様のために買付者等と交渉を行うこと等を可能とすることによ

り、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保し、向上させるという目的をもって決定されるもので

す。

　(c) 株主意思を重視するものであること

　本プランは、株主総会において承認可決の決議がなされた本基本方針に基づき決定されております。ま

た、本プランの有効期間の満了前であっても、株主総会において本基本方針を廃止する旨の決議が行われ

た場合には、本基本方針は当該決議に従いその時点で変更又は廃止されることになり、この場合、本プラ

ンは、速やかに、変更後の基本方針に従うよう変更され、又は廃止されるため、本プランの消長には、株主

の皆様のご意向が反映されることとなっております。

  (d) 独立性の高い社外者の判断の重視と情報開示

　本プランに基づき当社は、当社取締役会の恣意的判断を排除し、株主の皆様のために本プランの発動等

の運用に際しての実質的な判断を客観的に行う機関として、当社経営陣から独立性の高い社外監査役2名

及び社外の有識者1名で構成される独立委員会を設置しております。

当社株式に対して買付等がなされた場合には、独立委員会が、独立委員会規則に従い、当該買付等が当社

の企業価値・株主共同の利益を毀損するか否か等の実質的な判断を行い、当社取締役会はその判断を最

大限尊重して会社法上の機関としての決議を行うことになります。

このように、独立委員会によって、当社取締役会が恣意的に本プランの発動等の運用を行うことのないよ

う、厳しく監視するとともに、同委員会の判断の概要については株主の皆様に情報開示をすることとされ

ており、当社の企業価値・株主共同の利益に適うように本プランの透明な運営が行われる仕組みが確保

されています。  

(e) 合理的な客観的発動要件の設定

　本プランは、予め定められた合理的かつ詳細な客観的要件が充足されなければ発動されないように設定

されており、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保しております。

　(f) 第三者専門家の意見の取得

　本プランでは、買付者等が出現した場合、独立委員会は、当社の費用で、独立した第三者（ファイナン

シャル・アドバイザー、公認会計士、弁護士、コンサルタントその他の専門家を含みます。）の助言を得る

ことができることとしております。これにより、独立委員会による判断の公正さ・客観性がより強く担保

される仕組みとなっています。
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　(g) デッドハンド型買収防衛策やスローハンド型買収防衛策ではないこと

　本プランは、当社の株主総会で選任された取締役で構成される取締役会により廃止することができるも

のとされており、当社の株券等を大量に買い付けた者が、当社株主総会で取締役を指名し、かかる取締役

で構成される取締役会により、本プランを廃止することが可能です。

　従って、本プランは、デッドハンド型買収防衛策（取締役会の構成員の過半数を交替させてもなお、発動

を阻止できない買収防衛策）ではありません。

　また、当社は期差任期制を採用していないため、本プランはスローハンド型買収防衛策（取締役会の構

成員の交替を一度に行うことができないため、その発動を阻止するのに時間を要する買収防衛策）でも

ありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は１億２千４百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 180,000,000

計 180,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 51,377,43251,377,432
 東京証券取引所
 市場第一部 ―

計 51,377,43251,377,432― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ― 51,377,432 ― 3,658,569 ― 1,458,463

　

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式1,124,000

― ―

(相互保有株式)
普通株式   45,000

― ―

完全議決権株式(その他)

普通株式         
50,021,000　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

50,021 ―

単元未満株式
普通株式

187,432
― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 51,377,432― ―

総株主の議決権 ― 50,021 ―

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権4個)　　　

　　含まれております。

２　「単元未満株式」欄には、当社の所有する自己保有株式及び相互保有株式が次のとおり含まれております。

　　　　自己保有株式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　275株　

　　　　相互保有株式　　　　北海道コンクリート工業㈱　　　　　　468株　

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
日本コンクリート工業㈱

東京都港区港南
１丁目８番27号

1,124,000― 1,124,0002.19

(相互保有株式)
北海道コンクリート工業
㈱

北海道札幌市中央区
北二条西２丁目40番地

30,000 ― 30,000　0.06　

(相互保有株式)
九州高圧コンクリート工
業㈱

福岡県福岡市中央区薬院
１丁目13番８号

15,000 ― 15,000　0.03

計 ― 1,169,000― 1,169,000　2.28

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月

最高(円) 189 184 193

最低(円) 164 170 172

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第１四半期連結累計期間（平成20年4月1日から平成20年6月30日まで）は、「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年8月7日 内閣府令第50号）附則

第7条第1項第5号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)の四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを

受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第1四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,024,340 1,858,188

受取手形及び売掛金 10,419,929 11,983,865

商品及び製品 4,866,631 4,347,295

仕掛品 1,178,170 1,030,033

原材料及び貯蔵品 939,010 890,467

その他 ※２
 2,124,310

※２
 1,871,011

貸倒引当金 △14,703 △17,341

流動資産合計 21,537,689 21,963,520

固定資産

有形固定資産

土地 12,752,601 12,589,601

その他（純額） ※１
 7,923,106

※１
 8,021,301

有形固定資産合計 20,675,708 20,610,903

無形固定資産

のれん 7,193 7,572

その他 97,386 103,606

無形固定資産合計 104,580 111,178

投資その他の資産

投資有価証券 8,216,119 7,252,252

その他 2,942,322 3,094,089

貸倒引当金 △172,122 △163,372

投資その他の資産合計 10,986,320 10,182,969

固定資産合計 31,766,608 30,905,051

資産合計 53,304,298 52,868,572
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（単位：千円）

当第1四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,295,419 8,034,041

短期借入金 4,035,500 4,135,000

1年内返済予定の長期借入金 2,321,677 2,466,237

未払法人税等 75,792 186,575

引当金 314,971 505,459

その他 2,815,454 2,652,234

流動負債合計 17,858,815 17,979,549

固定負債

社債 700,000 700,000

長期借入金 5,464,285 5,861,428

引当金 245,154 237,146

負ののれん 226,467 246,278

その他 5,716,626 5,283,716

固定負債合計 12,352,534 12,328,570

負債合計 30,211,349 30,308,120

純資産の部

株主資本

資本金 3,658,569 3,658,569

資本剰余金 1,458,463 1,458,463

利益剰余金 11,478,524 11,519,098

自己株式 △237,662 △237,094

株主資本合計 16,357,894 16,399,036

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,784,444 1,198,063

土地再評価差額金 4,535,956 4,551,920

評価・換算差額等合計 6,320,401 5,749,984

少数株主持分 414,652 411,431

純資産合計 23,092,948 22,560,452

負債純資産合計 53,304,298 52,868,572
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(2)【四半期連結損益計算書】
　【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第1四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 10,178,882

売上原価 9,056,233

売上総利益 1,122,649

販売費及び一般管理費 ※
 1,064,001

営業利益 58,647

営業外収益

受取利息 19,967

受取配当金 95,635

負ののれん償却額 22,219

持分法による投資利益 22,620

受取賃貸料 53,307

その他 32,339

営業外収益合計 246,089

営業外費用

支払利息 53,077

減価償却費 25,368

退職給付会計基準変更時差異の処理額 18,617

その他 26,903

営業外費用合計 123,966

経常利益 180,770

特別利益

固定資産売却益 28,906

貸倒引当金戻入額 6,143

特別利益合計 35,050

特別損失

減損損失 32,619

固定資産除却損 3,723

その他 1,400

特別損失合計 37,742

税金等調整前四半期純利益 178,078

法人税、住民税及び事業税 67,036

法人税等調整額 △15,716

法人税等合計 51,319

少数株主利益 7,410

四半期純利益 119,348
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第1四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 178,078

減価償却費 517,396

減損損失 32,619

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,112

賞与引当金の増減額（△は減少） △166,833

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △29,517

工事損失引当金の増減額（△は減少） 5,862

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,007

受取利息及び受取配当金 △115,602

支払利息 53,077

持分法による投資損益（△は益） △22,620

固定資産売却損益（△は益） △28,906

固定資産除却損 3,723

売上債権の増減額（△は増加） 1,563,935

たな卸資産の増減額（△は増加） △716,015

仕入債務の増減額（△は減少） 261,377

その他 △39,392

小計 1,511,301

利息及び配当金の受取額 134,830

利息の支払額 △48,978

法人税等の支払額 △214,224

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,382,928

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の売却による収入 14,610

有形固定資産の取得による支出 △474,831

有形固定資産の売却による収入 32,343

無形固定資産の取得による支出 △552

貸付けによる支出 △200

貸付金の回収による収入 1,401

その他 29,781

投資活動によるキャッシュ・フロー △397,447

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000

長期借入金の返済による支出 △541,703

自己株式の取得による支出 △191

配当金の支払額 △175,904

少数株主への配当金の支払額 △1,531

財務活動によるキャッシュ・フロー △819,329

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 166,151

現金及び現金同等物の期首残高 1,858,188

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,024,340
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

　会計方針の変更

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号)を当

第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、3,203千

円それぞれ減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　棚卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価

切下げを行う方法によっております。

３　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　該当事項はありません。

　

【追加情報】

　

当第１四半期連結会計期間 
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

有形固定資産の耐用年数の変更

　平成20年度税制改正を契機として有形固定資産の経済的耐用年数を見直した結果、当第１四半期連結会計期間より

一部の有形固定資産の耐用年数を変更しております。これにより、営業利益は40,680千円減少し、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益はそれぞれ40,865千円減少しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

36,371,846千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

36,006,103千円

※２　偶発債務

　債権流動化による受取手形の譲渡高（3,536,271千
円）のうち遡及義務として548,139千円の支払いが保留
されており、流動資産の「その他」に含めて表示してお
ります。

※２　偶発債務

　債権流動化による受取手形の譲渡高（2,629,329　　　千
円）のうち遡及義務として446,966千円の支払いが保留
されており、流動資産の「その他」に含めて表示してお
ります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次の

とおりであります。

給料・賞与手当 333,212千円

賞与引当金繰入額 75,846

役員賞与引当金繰入額 8,572

退職給付費用 14,147

貸倒引当金繰入額 12,883

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,024,340千円

現金及び現金同等物 2,024,340千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 51,377,432

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,142,345

　

　

３　新株予約権等に関する事項

        該当事項はありません。

　

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年５月30日
取締役会

普通株式 利益剰余金 175,886 3.50 平成20年３月31日 平成20年６月12日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動

が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

  なお、ヘッジ会計が適用されるものについては、記載対象から除いております。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　
製品事業
(千円)

工事事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に対する売上高 7,968,8082,210,07310,178,882 ― 10,178,882

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

295 ― 295 (295) ―

計 7,969,1032,210,07310,179,177(295)10,178,882

営業利益又は営業損失（△） 472,757△79,680 393,077(334,429)58,647

(注)　１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　　　２　各区分の主な内容は、下記のとおりであります。

　　　　　製品事業・・・ポール、パイル、土木製品等のコンクリート製品の販売及び受託試験研究収入

　　　　　工事事業・・・杭打工事、土木製品の施工、地盤改良工事等の事業

　　　３　「四半期連結財務諸表作成のための基準となる重要な事項等の変更　会計方針の変更　棚卸資産の評価に関する

会計基準の適用」に記載の通り、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企

業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を適用しております。この変更に伴い、従来の方

法によった場合に比べ、当第１四半期連結会計期間における営業利益は「製品事業」が3,203千円減少してお

ります。　　　

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

  海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

451.44円 440.89円

　
(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末 

(平成20年６月30日)
前連結会計年度末 
(平成20年３月31日)

四半期連結貸借対照表の純資産の部の合計額
(千円)

23,092,948 22,560,452

普通株式に係る純資産額(千円) 22,678,296 22,149,020

差額の主な内訳（千円） 
　 少数株主持分

 
414,652

 
411,431

普通株式の発行済株式数(千株) 51,377 51,377

普通株式の自己株式数(千株) 1,142 1,140

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株)

50,235 50,237

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 2.38円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　　　―

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 ２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 119,348

普通株式に係る四半期純利益(千円) 119,348

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 50,236

　

(重要な後発事象)

 該当事項はありません。
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２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成２０年８月８日

日本コンクリート工業株式会社

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　中　井　新太郎　　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　山　田　　　円　　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日

本コンクリート工業株式会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第１四

半期連結累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本コンクリート工業株式会社及び連結子会

社の平成２０年６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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